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交感神経節後線維染色のために S-100 及び Tyrosine hydroxylase（TH）に対するモノクローナル抗体を用いた免疫
組織染色によって神経分布を検討した。 
 神経分布と臨床事象との関連をみるため、手術を施行した 33 症例の手術前の理学的所見を検討した。子宮脱、膀









 これらの神経束は腟壁の側方に位置する神経束から 10 mm 以上離れた位置にあり、S-100 抗体と TH 抗体で染色
され骨盤神経叢の頭側から生じ、尿道平滑筋に連続する神経束の存在を同定し、その分布と尿道可過動との関係を報
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告した。 
 手術時に採取した 33 症例の腟壁標本を S-100 抗体の染色性によって神経束の太さと密度で３群に分類した。 
Grade 1（抗体陽性の神経線維を認めない又は径 20μm 以下の神経線維を数本認める）、Grade 2（細い神経線維と径
50μm 以上のやや太い神経線維を認める）、Grade 3（径 50μm 以上の神経線維を 3 本以上認める）の３段階に分類













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 性器脱治療時の手術操作により微小神経や筋組織の損傷が懸念される。下部尿路系の排尿機能に重要な骨盤底組織
（筋肉、筋膜）を支配する神経束の局所解剖には未知の点が多い。私は腟壁側方に位置する神経束から 10 mm 以上
離れた位置で、骨盤神経叢の頭側から生じ、尿道平滑筋に連続する神経束の存在を同定し、その分布と尿道可過動と
の関連を検討した。この神経束と骨盤底支持機能との関連を解析するため、前腟壁に分布する神経線維束の神経密度、
線維の太さと臨床事象を比較した。17 名の献体と 33 名の膀胱瘤を有する女性患者から採取した前腟壁標本を用い、
S-100 蛋白、チロシン水酸化酵素（TH）抗体による免疫組織染色と合わせ神経線維を同定した。本神経束の太さ・密
度により尿道可動性と尿失禁の相関について検討した。神経束が太く高密度の群では、細く低密度の群に比較して尿
道可過動・尿失禁を有する頻度が少なかった。前腟壁に分布する神経線維束が、尿道可過動に関連することが示唆さ
れ、これは学位論文に値すると考える。 
